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は
じ
め
に

　

本
文
と
注
を
含
め
て
八
〇
〇
頁
に
近
い
大
著
（Eric K

aufm
ann, 

W
H

IT
E

SH
IFT

: Populism
, Im

m
igration and the Future 

of W
hite M

ajorities, A
llen Lane, U

K
, 2018.

目
次
は
詳
し
い

が
、
索
引
が
な
い
の
で
多
少
読
み
に
く
い
）
が
、
翻
訳
さ
れ
出
版
さ

れ
た
（
二
〇
二
三
年
七
月
）。
タ
イ
ト
ル
に
惹
か
れ
早
速
読
ん
で
み

た
。
白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
っ
た
ら
少
し
は
よ
い
社
会
が
来
る

と
で
も
書
い
て
あ
る
の
か
と
思
っ
た
ら
随
分
と
違
っ
た
。
確
か
に
米

国
な
ど
、
欧
米
先
進
諸
国
で
は
日
本
も
含
め
て
少
子
高
齢
化
に
よ
り

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
人
口
減
に
よ
る
労
働
力
不
足
を
移
民
労

働
者
・
外
国
人
労
働
者
を
大
量
に
受
け
入
れ
て
補
い
、
か
ろ
う
じ
て

人
口
を
維
持
し
て
い
る
。
と
く
に
白
人
人
口
の
割
合
が
減
少
し
て
い

る
。
著
者
カ
ウ
フ
マ
ン
は
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
（
以
下
Ｎ
Ｚ
）
な
ど
の
英
米
諸
国
に
注
目
し
白
人
人
口

が
今
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
だ
が
、
二
一
世
紀
半
ば
に
は
、
非
白
人
人
口

の
急
増
に
よ
り
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
り
、
二
一
世
紀
後
半
か
ら
二
二

世
紀
初
頭
に
か
け
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ど
こ
ろ
か
、
消
滅
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
今
な
ん
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
ど

う
す
べ
き
か
方
策
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

内
容
紹
介

　

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章　

 

白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
世
界
―
―
ホ
ワ
イ
ト
シ

フ
ト

第
一
部　

闘
争

第
二
章　

 

ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
前
章
―
―
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
Ｗ

Ａ
Ｓ
Ｐ
か
ら
白
人
へ
の
転
換

第
三
章　

 

ト
ラ
ン
プ
の
台
頭
―
―
移
民
時
代
の
民
族
伝
統
主
義
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

第
四
章　

英
国
―
―
英
国
保
護
区
の
崩
壊

第
五
章　

欧
州
に
お
け
る
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭

第
六
章　

 

カ
ナ
ダ
特
殊
論
―
―
ア
ン
グ
ロ
ス
フ
ィ
ア
に
お
け
る
右

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ウ
フ
マ
ン
（
臼
井
美
子
訳
）

『 W
H

IT
ESH

IFT
　

白
人
が
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
な
る
日
』

紹
介
と
批
評
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派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

第
二
部　

抑
圧

第
七
章　

 

左
派
モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
―
一
九
世
紀
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
か
ら

大
学
闘
争
ま
で

第
八
章　

左
派
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
戦
い

第
三
部　

逃
亡

第
九
章　

 

避
難
―
―
白
人
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
地
理
的
・
社
会
的
退

却

第
四
部　

参
加

第
十
章　

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
か
坩
堝
か

第
十
一
章　

白
人
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
未
来

第
十
二
章　
（
非
混
血
の
）
白
人
は
消
滅
す
る
の
か

第
十
三
章　

ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

謝
辞
・
解
説
（
西
山
隆
行
）・
参
考
文
献
お
よ
び
原
注

　

カ
ウ
フ
マ
ン
自
身
は
白
人
男
性
と
ア
ジ
ア
系
女
性
と
の
間
に
香
港

で
生
ま
れ
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
日
本
で
育
ち
、
先
祖
に
は
ユ

ダ
ヤ
人
、
中
国
人
、
コ
ス
タ
リ
カ
人
の
血
が
入
っ
た
混
血
人
だ
が
、

見
た
目
に
は
白
人
と
し
て
通
っ
て
い
る
。
現
在
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
政

治
学
教
授
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
か
白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
こ
と

を
ひ
ど
く
嫌
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
以
下
各
章
ご
と
に
詳
し
い
内
容

紹
介
を
し
た
い
が
、
そ
れ
で
は
大
変
長
く
な
る
。
各
部
・
各
章
ご
と

に
大
ま
か
な
紹
介
を
し
た
い
。
た
だ
、
第
一
章
は
本
書
の
「
は
じ
め

に
」
の
部
分
に
相
当
す
る
の
で
多
少
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。

　

本
章
で
は
、
欧
州
英
米
諸
国
の
人
口
の
な
か
で
、
白
人
人
口
が
少

子
高
齢
化
や
新
自
由
主
義
経
済
政
策
に
基
づ
く
非
差
別
的
大
量
移
民

政
策
に
よ
る
非
白
人
人
口
の
急
増
に
よ
っ
て
、
白
人
は
二
一
世
紀
半

ば
か
ら
二
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
各
国
の
な
か
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の

地
位
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
消
滅
す
る
こ
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
と
す

る
。
こ
う
し
た
現
状
の
な
か
で
、
現
在
多
く
の
保
守
的
な
白
人
は
大

き
な
文
化
・
生
活
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
近
頃
で
は
保
守

系
白
人
は
自
ら
の
伝
統
的
な
民
族
文
化
・
言
語
・
生
活
様
式
・
宗
教

等
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
維
持
と
発
展
を
求
め
て
、
大
量
移
民
政
策
の

見
直
し
や
削
減
、
受
け
入
れ
る
人
々
の
選
別
規
制
強
化
を
求
め
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
主
流
白
人
が
一
言
で
も
口
に
す

る
と
、
た
ち
ま
ち
「
Ｐ
Ｃ
（
政
治
的
正
し
さ
）」
と
多
文
化
主
義
、

そ
し
て
人
道
主
義
・
反
人
種
差
別
を
推
進
す
る
リ
ベ
ラ
ル
左
派
と
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
左
派
寄
り
の
政
府
か
ら
非
難
を
受
け
る
だ
け
で

な
く
口
を
封
じ
ら
れ
る
有
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
大
量
移

民
政
策
・
Ｐ
Ｃ
を
め
ぐ
っ
て
極
右
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
に
よ
る
反
発
が

始
ま
り
、
Ｐ
Ｃ
や
多
文
化
主
義
、
大
量
移
民
政
策
に
不
安
・
不
満
を

抱
え
る
保
守
系
白
人
の
支
持
を
集
め
て
現
在
も
リ
ベ
ラ
ル
左
派
白
人
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と
極
右
・
保
守
系
白
人
の
対
立
状
況
が
続
い
て
い
る
。
対
立
が
激
し

く
な
っ
た
の
は
、
多
文
化
主
義
の
下
で
、
移
民
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文

化
や
言
語
は
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
に
、
白
人
主
流
人
口
の
文
化
や
言

語
は
軽
視
・
抑
圧
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
の
み

尊
重
し
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
を
軽
視
す
る
「
非
対
称
的
・
非
均
整
な

多
文
化
主
義
」
と
行
き
過
ぎ
た
Ｐ
Ｃ
の
せ
い
だ
と
筆
者
は
い
う
。

　

現
在
の
よ
う
な
欧
州
英
米
社
会
の
な
か
で
白
人
た
ち
が
採
用
し
て

い
る
行
動
は
「
闘
争
（fight
）」、「
抑
圧
（repress

）」、「
逃
亡

（flight

）」
そ
し
て
「
参
加
（join
）」
の
四
つ
で
あ
る
。
白
人
保
守

系
の
人
々
は
リ
ベ
ラ
ル
左
派
に
よ
る
抑
圧
に
対
抗
し
て
闘
争
あ
る
い

は
逃
亡
そ
し
て
参
加
を
採
用
し
て
い
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
リ
ベ
ラ
ル

左
派
と
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
に
よ
る
対
立
や
闘
争
を
避
け
、
白
人
が

多
文
化
都
市
地
域
か
ら
避
難
・
退
却
す
る
こ
と
を
逃
亡
と
し
、
結
果

と
し
て
地
方
の
白
人
地
域
と
非
白
人
多
文
化
都
市
地
域
に
社
会
が
二

つ
に
分
離
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
白
人
と
非
白
人
が
仲
良
く
共
生

す
る
参
加
が
理
想
的
だ
が
、
白
人
と
非
白
人
の
共
生
で
あ
る
参
加
が

実
現
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
必
要
だ
と
筆
者
は
い
う
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
、
白
人
も
移
民
異
文
化
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
様
に

自
分
た
ち
の
民
族
的
な
文
化
・
言
語
・
宗
教
・
生
活
様
式
等
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
も
の
に
対
す
る
愛
着
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
は
強
い
の
で
、
自

分
た
ち
の
文
化
・
言
語
を
守
る
た
め
の
人
種
的
自
己
利
益
に
基
づ
く

要
求
を
人
種
差
別
で
あ
る
と
し
て
非
難
せ
ず
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と

で
あ
る
。
頭
ご
な
し
に
否
定
す
る
こ
と
は
抑
圧
で
あ
る
。
次
に
多
文

化
主
義
と
Ｐ
Ｃ
の
行
き
過
ぎ
を
抑
え
る
こ
と
や
、
大
量
移
民
政
策
の

緩
和
を
一
時
的
に
で
も
実
施
し
白
人
保
守
層
の
不
安
を
緩
和
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
白
人
保
守
層
の
こ
う
し
た
要
求
の
強
さ
は
欧
州

英
米
諸
国
で
行
わ
れ
る
各
種
の
世
論
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

リ
ベ
ラ
ル
左
派
は
白
人
保
守
層
の
要
求
を
も
う
少
し
考
慮
す
べ
き
だ

と
す
る
。
ま
た
、
各
種
の
婚
姻
統
計
を
み
る
と
白
人
保
守
層
で
あ
っ

て
も
、
異
人
種
間
結
婚
が
漸
増
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
白
人
は
非
白
人
と
の
共
生
を
嫌
う
と
い
う
の
は
リ
ベ
ラ
ル
左

派
の
保
守
系
白
人
に
対
す
る
偏
見
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
左
派
を
牽
制
す
べ
き
と
の
要
求
は
白
人
の

自
己
利
益
追
求
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
と
し
つ
つ
も
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は

保
守
系
白
人
の
自
己
利
益
追
求
の
正
当
性
は
そ
れ
が
非
白
人
に
対
す

る
差
別
や
不
公
平
に
な
ら
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す

べ
き
だ
と
保
守
系
白
人
に
対
し
て
釘
を
刺
す
と
と
も
に
、
極
右
・
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
の
過
剰
な
要
求
を
も
強
く
批
判
す
る
。
要
は
リ
ベ
ラ
ル

左
派
と
保
守
系
白
人
の
要
求
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

未
来
は
決
し
て
暗
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
保
守
系
白

人
に
よ
る
参
加
が
実
現
し
な
い
と
、
安
定
し
た
社
会
は
到
来
し
な
い

と
す
る
。
他
方
で
、
白
人
が
非
白
人
と
の
異
人
種
間
結
婚
を
進
め
て
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共
生
し
て
い
か
な
い
と
、
白
人
人
口
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
化
や
消
滅
の

危
険
は
よ
り
高
ま
る
と
み
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
白
人
と
非
白
人
の

結
婚
を
促
進
し
混
血
白
人
を
増
や
し
て
混
血
白
人
中
心
の
混
血
社
会

を
作
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
第
一
部
の
闘
争
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
第
一

部
の
最
初
の
章
で
あ
る
第
二
章
で
は
、
最
初
に
な
ぜ
今
日
の
闘
争
状

況
が
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
米
国
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。

　

な
ぜ
今
日
保
守
系
白
人
が
憂
い
て
い
る
よ
う
な
闘
争
・
抑
圧
・
逃

亡
社
会
に
米
国
が
な
っ
た
の
か
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
混
沌

と
し
た
社
会
に
な
っ
た
原
因
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
か
け
て
英
国
系
以
外
の
欧
州
系
白
人
の
大
量
移
民
が
発
生
し
、

白
人
中
心
と
は
い
え
多
文
化
社
会
が
生
ま
れ
、
英
系
ア
ン
グ
ロ
文
化

へ
の
文
化
的
統
合
・
同
化
が
進
ま
な
く
な
り
、
英
系
白
人
に
よ
る
欧

州
系
白
人
へ
の
差
別
や
非
白
人
移
民
排
斥
・
制
限
運
動
が
顕
著
に
な

り
、
そ
れ
に
対
し
て
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
自
由
進
歩
主
義
者
に
よ
る
反

人
種
差
別
運
動
が
活
発
に
な
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
米
国
で
多
文

化
主
義
も
生
ま
れ
、
白
人
保
守
層
の
要
求
や
批
判
的
言
論
が
封
じ
ら

れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
白
人
層
の
不
平
・
不
満
が
闘
争
社
会
に
繫
が

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
満
は
一
九
二
四
年
の
移
民
制
限
法
の
施
行

に
よ
り
一
時
的
に
収
ま
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
に
米
国
政
府
に
よ
る

移
民
へ
の
門
戸
開
放
政
策
に
よ
り
非
英
系
白
人
の
み
な
ら
ず
非
白
人

移
民
が
大
量
に
入
国
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
白
人
保
守
層
に
よ
る
不

満
も
復
活
し
、
そ
れ
と
と
も
に
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
自
由
進
歩
主
義
者

や
世
界
主
義
者
（
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
）
の
反
人
種
差
別
運
動
や
多
文

化
主
義
に
基
づ
く
Ｐ
Ｃ
に
よ
り
白
人
保
守
層
の
言
論
言
動
封
鎖
が
一

層
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
言
論
封
鎖
は
、
公
共
の
場
や
公
共
組
織
（
政

府
機
関
、
司
法
組
織
、
警
察
・
軍
隊
、
メ
デ
ィ
ア
演
劇
映
画
、
学
校

や
学
会
な
ど
）
の
様
々
な
場
面
に
普
及
し
た
。
そ
の
た
め
、
極
右
や

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
活
動
が
拡
大
し
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
二

〇
世
紀
後
半
か
ら
闘
争
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
以
上
の
よ
う
な
闘
争
社
会
の
な
か
で
も
発
生
し
て
い
る
重
要

な
動
き
で
あ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
（W

hiteshift

）」
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
と
は
、
保
守
系
（
純
血
）
白
人
の

伝
統
的
民
族
文
化
・
言
語
・
宗
教
等
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
本
書
で
は

ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
白
人
性
の
こ
と
か
？
―
―
評
者
）

が
白
人
と
非
白
人
の
結
婚
（
同
化
・
融
合
）
に
よ
り
増
加
す
る
英
系

混
血
白
人
や
欧
州
系
移
民
白
人
に
遷
移
・
伝
播
し
て
い
く
こ
と
を
い

う
。
リ
ベ
ラ
ル
左
派
は
こ
う
し
た
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
が
既
に
起
き
て

い
る
こ
と
を
軽
視
・
無
視
し
よ
う
と
す
る
が
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
Ｗ
Ａ

Ｓ
Ｐ
と
呼
ば
れ
た
か
つ
て
の
米
国
純
血
白
人
支
配
層
は
既
に
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
文
化
は
混
血
白
人
や
移
民

白
人
に
引
き
継
が
れ
て
米
国
の
屋
台
骨
と
し
て
現
在
も
機
能
し
て
い
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る
こ
と
を
考
え
る
と
、
純
血
白
人
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
化
・
消
滅
し
た

と
し
て
も
混
血
白
人
が
未
来
の
米
国
社
会
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
予
測
す
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
の
い
う
「
白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
な
る
社
会
」
は
、
混
血
白
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
あ
る
い
は
最
大
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
社
会
の
中
核
を
構
成
す
る
社
会
で
あ
り
、
そ

れ
は
消
滅
し
つ
つ
あ
る
純
血
白
人
と
増
加
し
つ
つ
あ
る
混
血
白
人
、

そ
し
て
、
非
白
人
と
非
白
人
同
士
の
混
血
多
人
種
・
多
文
化
社
会
に

な
る
だ
ろ
う
と
す
る
（
但
し
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
多
人
種
・
文
化
社

会
は
最
終
的
に
白
人
と
非
白
人
の
混
血
が
進
み
、
少
数
の
純
血
白
人

や
純
血
非
白
人
を
除
い
て
混
血
白
人
社
会
と
し
て
文
化
的
・
社
会
的

に
同
質
的
混
血
白
人
中
心
社
会
に
な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
）。

　

本
書
の
表
題
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
混
血
白
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
に
な
る
日
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
ホ
ワ
イ

ト
シ
フ
ト
が
よ
り
広
く
生
じ
る
た
め
に
は
参
加
社
会
が
到
来
す
べ
き

だ
と
す
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
多
文
化
主
義
者
や
世
界
主
義
者
は

こ
れ
を
頑
な
に
拒
ん
で
い
る
と
批
判
し
て
本
章
を
終
わ
る
。

　

第
三
章
は
、
米
国
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
移
民
国
家
と
し
て
大

量
移
民
政
策
を
続
け
多
文
化
社
会
に
な
る
に
つ
れ
て
、
保
守
系
白
人

は
米
国
の
伝
統
的
民
族
文
化
・
価
値
観
が
動
揺
し
て
い
る
と
し
て
大

き
な
不
安
を
感
じ
、
大
量
移
民
政
策
の
見
直
し
や
、
多
文
化
主
義
の

行
き
過
ぎ
へ
の
不
満
を
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

と
く
に
多
文
化
主
義
に
よ
り
、
移
民
の
文
化
・
価
値
観
が
保
護
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
主
流
白
人
文
化
は
む
し
ろ
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
公
共
の
場
所
や
組
織
に
お
け
る
伝
統
文

化
の
誇
示
・
表
示
や
主
張
・
提
示
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
の
不
満
を

強
め
て
い
っ
た
。
と
く
に
多
文
化
主
義
は
不
均
整
で
あ
り
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
文
化
を
保
護
・
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
保
守
系
白
人
が
逆
差
別
さ
れ
て
い
る

と
い
う
不
満
を
高
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
不
平
を
い
う
と

た
ち
ま
ち
人
種
差
別
だ
と
の
Ｐ
Ｃ
批
判
が
返
っ
て
く
る
の
で
白
人
保

守
層
は
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
白
人
保
守
層
の
不
満
を
吸
収
す
る
形
で
二
〇
世
紀
後
半
に
は

大
量
移
民
政
策
反
対
を
唱
え
る
運
動
や
組
織
や
極
右
（
主
に
白
人
至

上
主
義
者
）
の
活
動
が
活
発
化
し
、
英
語
の
公
用
語
化
運
動
、
メ
キ

シ
コ
か
ら
の
不
法
移
民
に
対
す
る
福
祉
・
失
業
手
当
の
停
止
や
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
反
対
住
民
投
票
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
提
案
一
八

七
）
な
ど
の
反
移
民
政
策
の
動
き
が
活
発
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
な

か
で
保
守
系
白
人
た
ち
は
自
分
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
は
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
先
駆
者
で
あ
る
パ
ッ
ト
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
が
登
場
し

て
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
き

を
土
台
に
し
て
二
〇
一
六
年
の
連
邦
大
統
領
選
挙
に
勝
利
す
る
右
派
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ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

プ
は
、
一
方
で
衰
退
す
る
米
国
工
業
地
帯
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
白
人
労

働
者
の
窮
乏
と
救
済
を
訴
え
て
「
強
い
米
国
の
復
活
」
を
唱
え
る
と

同
時
に
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
に
近
い
民
主
党
の
移
民
政
策
を
批
判
し
、

メ
キ
シ
コ
か
ら
の
不
法
移
民
を
劣
等
人
種
呼
ば
わ
り
す
る
と
と
も
に
、

メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
高
い
「
国
境
の
壁
」
を
メ
キ
シ
コ
政
府
に
作

ら
せ
る
と
宣
言
し
た
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
系
移
民
の
入
国
制
限

を
唱
え
、
米
国
の
左
派
と
右
派
の
対
立
を
煽
り
つ
つ
支
持
を
拡
大
し

て
い
っ
た
。

　

米
国
の
保
守
系
白
人
の
多
く
と
衰
退
産
業
の
元
民
主
党
支
持
者
で

あ
っ
た
白
人
労
働
者
は
共
和
党
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
し
、
リ
ベ

ラ
ル
左
派
に
近
い
白
人
中
産
階
級
は
民
主
党
候
補
ク
リ
ン
ト
ン
を
支

持
す
る
と
い
う
政
治
的
分
断
・
対
立
の
時
代
が
生
ま
れ
た
。
カ
ウ
フ

マ
ン
は
米
国
の
大
量
移
民
政
策
論
争
と
多
文
化
主
義
論
争
の
展
開
に

と
も
な
う
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
展
開
の
歴
史
を
中
心
に
、
米
国
闘

争
社
会
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
問
題
の
原
因
を
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派

の
大
量
移
民
政
策
と
不
均
整
な
多
文
化
主
義
と
行
き
過
ぎ
た
Ｐ
Ｃ
、

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
あ
る
と
論
じ
る
。
今
日

の
闘
争
時
代
で
は
、
非
差
別
的
大
量
移
民
政
策
や
多
文
化
主
義
と
Ｐ

Ｃ
に
反
対
す
る
こ
と
へ
の
罪
悪
感
に
基
づ
く
歯
止
め
・
躊
躇
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
と
指
摘
す
る
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の

多
文
化
主
義
・
二
言
語
主
義
や
不
法
移
民
へ
の
福
祉
反
対
の
動
き
と

ト
ラ
ン
プ
候
補
へ
の
投
票
の
拡
大
を
み
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
さ
え
多

文
化
主
義
、
大
量
移
民
政
策
に
反
対
し
て
い
る
と
強
調
す
る
）。

　

次
の
第
四
章
は
英
国
を
事
例
と
す
る
闘
争
状
況
を
論
じ
る
。
議
論

の
骨
格
は
、
こ
こ
で
も
同
じ
で
あ
る
。
英
国
で
は
第
二
次
世
界
大
戦

直
後
よ
り
英
連
邦
諸
国
か
ら
戦
後
経
済
の
復
興
の
た
め
の
労
働
力
不

足
を
補
う
た
め
大
量
の
移
民
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
の
多

く
が
ム
ス
リ
ム
系
移
民
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
よ
り

保
守
系
白
人
国
民
の
間
に
文
化
・
生
活
・
安
全
保
障
不
安
が
高
ま
り

つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
は
、
イ
ー
ノ
ッ
ク
・
パ
ウ
エ
ル
の
悪

名
高
い
「
血
の
川
」
演
説
が
登
場
し
て
お
り
、
移
民
政
策
へ
の
不
満

は
大
い
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
英
国
保
守
政
権
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
も

移
民
受
入
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
が
、
英
国
内
で
は
非
白
人
移
民
に
よ

る
も
の
だ
け
で
な
く
、
白
人
至
上
主
義
者
に
よ
る
都
市
人
種
デ
モ
・

暴
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
一
九
九
七
年
に
登
場
し
た
ブ
レ
ア
労
働

党
政
権
は
「
第
三
の
道
」
と
し
て
、
一
方
で
新
自
由
主
義
経
済
政
策

を
受
容
し
大
量
移
民
政
策
を
採
用
し
た
。
他
方
で
リ
ベ
ラ
ル
左
派
進

歩
主
義
者
の
影
響
を
受
け
カ
ウ
フ
マ
ン
が
批
判
す
る
不
均
整
な
多
文

化
主
義
の
導
入
に
と
も
な
い
反
人
種
差
別
の
Ｐ
Ｃ
圧
力
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
英
国
社
会
の
急
速
な
多
文
化
社
会
化
を
押
し
進
め
た
。

　

ブ
レ
ア
政
権
は
こ
れ
を
受
け
て
「
ク
ー
ル
な
英
国
社
会
」
を
ス
ロ
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ー
ガ
ン
と
し
て
新
し
い
非
白
人
移
民
や
極
右
に
よ
る
暴
動
を
抑
え
る

た
め
の
国
造
り
を
試
み
た
が
、
そ
の
時
期
は
既
に
英
国
は
英
連
邦
か

ら
の
ム
ス
リ
ム
系
移
民
の
定
住
に
加
え
、
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
に
従
っ

て
、
英
国
に
も
旧
東
欧
諸
国
か
ら
の
Ｅ
Ｕ
域
内
か
ら
の
移
民
も
拡
大

し
、
保
守
系
白
人
国
民
の
文
化
・
社
会
・
生
活
安
全
不
安
が
さ
ら
に

強
ま
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
（
英
国
国
民
戦
線
）
な
ど
の
極
右
勢
力
の
活
動
が

活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
国
民
か
ら
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
支
持
が
都
市
部
を
中

心
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
闘
争
状
態
の
な
か
で
、
英
国

で
は
米
国
と
は
違
い
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
右

派
の
指
導
的
人
物
が
登
場
す
る
代
わ
り
に
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離

脱
を
求
め
る
「
英
国
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）」
へ
の
支
持
が
急
速
に

高
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
国
民
と
Ｅ
Ｕ
残
留
派
国
民
と
の
間
の
闘
争
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
。
大
量
移
民
反
対
と
伝
統
文
化
・
言
語
・
生
活
様

式
・
生
活
安
全
を
求
め
る
保
守
系
白
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
Ｅ
Ｕ
残
留
と
多
文
化
社
会
英
国
を
求
め
る
白
人
左
派
の
シ

ビ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
立
闘
争
社
会
と
な
っ
た
。
保
守
党

は
当
初
は
Ｅ
Ｕ
残
留
を
目
指
し
て
い
た
が
、
保
守
党
大
物
政
治
家
ジ

ョ
ン
ソ
ン
と
ゴ
ー
ブ
な
ど
が
離
脱
派
に
加
わ
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
フ
ァ

ラ
ー
ジ
ュ
党
首
と
と
も
に
離
脱
運
動
を
進
め
た
結
果
、
僅
差
で
は
あ

っ
た
が
離
脱
支
持
投
票
が
残
留
支
持
投
票
を
上
回
り
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
実

現
し
た
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
米
国
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
・
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
登
場
と
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
想
定
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
率

直
に
驚
き
を
示
し
て
い
る
。

　

第
五
章
は
、
欧
州
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
カ
ウ
フ
マ
ン
の
議
論
の
大

要
は
同
じ
で
あ
る
。
欧
州
各
国
で
も
戦
後
の
経
済
復
興
・
発
展
の
た

め
の
労
働
力
不
足
が
生
じ
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
諸
国
よ
り
の
ム
ス
リ

ム
系
移
民
労
働
者
の
大
量
移
住
が
進
ん
で
い
た
。
当
初
は
外
国
人
労

働
者
と
し
て
の
短
期
採
用
で
あ
っ
た
。
外
国
人
労
働
者
制
度
は
七
〇

年
代
初
め
迄
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
一
九
七
〇
年
代

以
降
移
住
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
欧
州
諸
国
は
伝
統
的
移

民
国
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
英
系
諸
国
・
米
国
の
よ
う
に
多
文
化

主
義
を
積
極
的
に
採
用
し
た
国
は
少
な
く
、
む
し
ろ
帰
国
奨
励
に
励

ん
だ
た
め
多
文
化
主
義
へ
の
傾
斜
は
小
さ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
急
速

な
多
文
化
社
会
化
は
保
守
系
白
人
国
民
の
文
化
・
生
活
・
言
語
・
宗

教
・
生
活
安
全
不
安
を
高
め
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
諸
国
で

移
民
受
入
れ
反
対
と
移
住
制
限
の
強
化
（
西
欧
社
会
に
同
化
で
き
る

移
民
だ
け
に
受
入
れ
を
制
限
す
る
）
を
求
め
る
極
右
政
党
や
反
移
民

運
動
が
活
発
化
し
、
英
米
と
同
様
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
へ
の
国
民

の
支
持
も
高
ま
り
、
な
か
に
は
政
権
に
加
わ
る
極
右
政
党
も
登
場
し

た
。
欧
州
闘
争
社
会
の
登
場
・
展
開
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
多
文
化
主
義
を
多
少
と
も
採
用
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ

や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
九
〇
年
代
に
な
っ
て
多
文
化
主
義
を
放
棄
し
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て
西
洋
市
民
文
化
中
心
の
社
会
統
合
と
社
会
結
束
主
義
を
採
用
し
て

い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
の
は
、
欧
州
の
近
代
世
俗
主

義
に
馴
染
ま
な
い
ム
ス
リ
ム
系
移
民
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増

加
・
拡
大
が
原
因
だ
と
カ
ウ
フ
マ
ン
は
主
張
す
る
。

　

第
六
章
は
カ
ナ
ダ
と
そ
の
他
の
英
国
植
民
地
（
豪
州
と
Ｎ
Ｚ
）
が

対
象
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
英
国
・
欧
州
諸
国
と
異
な
り
、
移

民
国
家
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
積

極
的
に
多
文
化
主
義
を
導
入
し
て
い
た
が
、
今
日
で
も
右
派
と
左
派

の
対
立
・
闘
争
状
況
は
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
諸
国
に
比
べ
穏
や
か

で
あ
る
。
そ
れ
は
各
国
の
白
人
保
守
勢
力
が
弱
い
こ
と
と
、
欧
州
諸

国
と
異
な
り
英
国
系
の
伝
統
的
文
化
・
言
語
・
宗
教
が
強
く
独
自
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
育
ち
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
む

し
ろ
カ
ナ
ダ
は
米
国
と
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
違

い
を
出
す
た
め
に
多
文
化
主
義
を
称
揚
し
、
豪
州
と
Ｎ
Ｚ
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
関
係
強
化
の
た
め
過
去
の
差
別
的
国
家
の
歴

史
と
決
別
し
た
こ
と
を
示
す
多
文
化
主
義
や
二
文
化
・
二
言
語
主
義

へ
の
拘
り
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
も

闘
争
は
生
じ
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
英
系
カ
ナ
ダ
と
異
な
る
文
化
を
も
つ

仏
系
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
強
く
、
豪
州
と

Ｎ
Ｚ
で
も
白
人
第
一
主
義
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
登
場
し
、
豪
州
の

多
文
化
主
義
、
Ｎ
Ｚ
の
二
文
化
・
二
言
語
主
義
へ
の
批
判
も
強
ま
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｚ
で
は
、
労
働
党
や
国
民
党
な
ど
の
主
流
政
党
が
政
権

維
持
の
た
め
に
Ｎ
Ｚ
第
一
主
義
党
と
連
立
政
権
を
組
ん
で
い
る
。

　

第
二
部
の
二
つ
の
章
の
テ
ー
マ
は
抑
圧
で
あ
る
。
二
つ
の
章
で
扱

わ
れ
る
抑
圧
は
、
既
に
み
て
き
た
よ
う
に
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
闘

争
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
作
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
左
派
が
非
差
別
的
大
量

移
民
政
策
や
多
文
化
主
義
と
Ｐ
Ｃ
に
よ
っ
て
白
人
保
守
派
の
不
平
・

不
満
を
半
ば
強
制
的
に
押
さ
え
つ
け
て
い
る
状
態
を
い
う
。
白
人
保

守
派
や
極
右
が
非
白
人
移
民
を
抑
圧
（
差
別
偏
見
の
行
使
）
す
る
こ

と
で
は
な
い
。

　

第
二
部
は
主
に
米
国
が
舞
台
と
な
る
。
リ
ベ
ラ
ル
左
派
に
よ
る
抑

圧
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か
そ
の
歴
史
を
探
る
。
米
国
で
は

一
九
世
紀
半
ば
ま
で
英
系
白
人
を
中
心
と
し
た
移
民
国
家
で
あ
っ
た

が
故
に
ア
ン
グ
ロ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
中
心
と
し
た
英
系
文

化
・
言
語
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
へ
の
同
化
主
義
的
社
会
統
合
が
施
行
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
英

国
以
外
の
欧
州
系
白
人
移
民
が
急
増
し
白
人
中
心
の
多
文
化
社
会
に

な
る
と
、
従
来
か
ら
の
英
系
白
人
中
心
の
同
質
的
同
化
社
会
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
た
。
と
同
時
に
こ
の
時
代
は
南
部
の
黒
人
が
大
量
に

北
部
に
移
動
す
る
時
代
で
も
あ
り
、
人
種
差
別
問
題
が
全
米
で
問
題

と
な
り
は
じ
め
た
（
当
時
は
英
系
白
人
以
外
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
南



紹介と批評

117

欧
・
東
欧
諸
国
か
ら
の
白
人
移
民
は
、
真
正
な
白
人
と
見
做
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
）。
そ
う
し
た
な
か
で
、
近
代
的
で
リ
ベ
ラ
ル
な
自

由
・
平
等
主
義
思
考
を
も
つ
白
人
が
北
部
で
増
加
し
白
人
保
守
層
に

対
抗
す
る
形
で
リ
ベ
ラ
ル
左
派
進
歩
主
義
・
世
界
主
義
を
標
榜
す
る

勢
力
が
成
長
し
た
。
英
系
白
人
中
心
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
や
キ
リ
ス
ト
教
原

理
主
義
の
福
音
派
を
中
核
と
す
る
白
人
保
守
層
に
対
す
る
対
抗
文
化

と
価
値
観
を
標
榜
し
た
。
こ
の
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
な
か
で
も
知
識
人

は
反
人
種
差
別
運
動
や
多
文
化
主
義
運
動
を
展
開
し
て
い
く
が
、
こ

の
リ
ベ
ラ
ル
左
派
は
当
初
は
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
を
中
心
と
す
る
弱
小
反
主

流
勢
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
第
二
次
大
戦

直
後
ま
で
は
、
米
国
の
大
量
移
民
政
策
が
一
九
二
四
年
の
移
民
規
制

法
に
よ
り
一
時
的
に
収
ま
っ
た
こ
と
か
ら
左
派
の
活
動
は
緩
や
か
で

あ
っ
た
し
、
白
人
保
守
派
の
不
平
・
不
満
も
背
景
に
退
い
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
六
五
年
の
移
民
門
戸
開
放
政
策
に
よ
り
大
量
移
民

政
策
の
復
活
と
不
法
移
民
増
加
が
は
じ
ま
る
と
、
非
白
人
と
不
法
移

民
へ
の
人
種
差
別
が
激
し
く
な
っ
た
と
し
て
、
多
文
化
社
会
へ
の
幻

想
に
と
り
憑
か
れ
た
か
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
活
動
も
強
化
さ

れ
て
い
っ
た
。
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
活
動
は

白
人
の
過
去
の
差
別
に
対
す
る
罪
悪
感
を
断
罪
す
る
宗
教
運
動
に
も

似
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
公
的
私
的
領
域
に
わ
た
る
広
範
囲
な
も
の

に
な
っ
た
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
学
会
を
含
む

大
学
闘
争
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
反
人
種
差
別
活
動
に
よ
り
大
学
の

正
常
な
授
業
や
学
会
の
研
究
活
動
が
阻
害
さ
れ
た
状
況
を
指
摘
す
る
。

リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
活
動
は
学
問
や
言
論
の
自
由
を
抑
圧
す
る
イ
リ
ベ

ラ
ル
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
第
八
章
で
は
、

リ
ベ
ラ
ル
左
派
が
断
罪
す
る
保
守
系
白
人
に
よ
る
伝
統
的
文
化
・
言

語
・
生
活
様
式
へ
の
原
初
的
な
愛
着
に
基
づ
く
文
化
・
言
語
を
守
る

た
め
の
移
民
政
策
の
見
直
し
や
多
文
化
主
義
の
行
き
過
ぎ
の
抑
制
を

求
め
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
要
求
は
、
自
ら

の
文
化
的
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持
と
い
う

人
種
的
自
己
利
益
を
求
め
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が
他
の
人
種
へ

の
圧
迫
や
不
利
益
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
な
い
限
り
人
種
差
別
だ
と

批
判
す
る
こ
と
は
不
当
だ
と
論
じ
て
章
を
閉
じ
る
。

　

第
三
部
で
は
逃
亡
が
扱
わ
れ
る
が
、
こ
の
第
三
部
は
第
九
章
の
み

で
構
成
さ
れ
る
。
闘
争
と
抑
圧
の
対
立
の
な
か
、
大
量
移
民
と
移
民

の
定
住
と
移
民
第
二
世
代
の
増
大
に
よ
り
社
会
の
多
文
化
は
進
む
。

多
文
化
社
会
化
の
激
し
い
都
市
部
の
保
守
系
白
人
は
、
自
ら
の
伝
統

的
文
化
・
言
語
・
生
活
様
式
あ
る
い
は
生
活
の
安
全
が
失
わ
れ
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
て
、
非
白
人
移
民
の
ま
だ
少
な
い
田
舎
や
郊
外
に

引
っ
越
し
て
い
く
現
象
が
拡
大
し
て
い
く
が
、
そ
れ
を
白
人
の
逃
亡

と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
分
離
（
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
と
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も
い
わ
れ
る
が
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
白
人
の
退
却
あ
る
い
は
避
難
だ
と

も
い
う
。
こ
の
分
離
は
一
定
の
地
域
に
黒
人
や
非
白
人
移
民
を
集
住

さ
せ
て
白
人
地
域
と
の
分
離
を
行
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
現
象

は
同
胞
を
求
め
て
非
白
人
地
域
に
集
住
す
る
移
民
の
移
住
傾
向
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
白
人
集
住
地
域
に
社
会
経
済

的
に
低
い
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
や
ア
ジ
ア
系
非
白
人
移
民
が
集
住

す
る
の
は
、
同
地
域
内
の
不
動
産
業
者
が
白
人
と
非
白
人
の
住
み
分

け
を
行
っ
て
、
白
人
集
住
地
域
の
不
動
産
価
値
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
現
象
は
米
国
だ
け
で

な
く
英
国
・
カ
ナ
ダ
で
も
現
在
は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
離

の
結
果
、
多
文
化
の
都
市
部
と
白
人
の
多
い
田
舎
と
地
方
都
市
地
域

と
の
明
確
な
分
裂
社
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
逃
亡
は
、
非
白
人
と
の
共
存
を
嫌

う
保
守
系
白
人
の
み
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

各
種
統
計
を
駆
使
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
多
文
化
都
市
か
ら
地
方

へ
と
移
住
し
て
い
る
白
人
は
保
守
系
白
人
の
み
で
は
な
く
、
リ
ベ
ラ

ル
左
派
系
の
多
文
化
主
義
者
の
若
い
白
人
家
族
も
多
い
こ
と
を
突
き

止
め
て
い
る
。
こ
れ
は
世
代
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
と
く
に
若
い
家

族
は
子
供
の
教
育
を
考
え
て
白
人
の
多
い
郊
外
・
都
市
近
郊
で
有
名

私
立
学
校
の
あ
る
地
域
に
移
住
す
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
保
守
系

白
人
で
も
高
齢
者
は
住
み
慣
れ
た
地
域
の
多
文
化
化
が
進
ん
で
も
我

慢
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
も
多
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
近
隣
の

非
白
人
と
親
し
く
お
付
き
合
い
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
や
郊
外
に

移
っ
た
遠
く
に
住
む
友
人
や
親
戚
の
白
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
・
維
持
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
都
市
部
在
住
の
保
守
系
白
人
で

も
非
白
人
近
隣
住
民
と
仲
良
く
共
生
し
て
親
し
く
付
き
合
う
人
々
も

増
加
し
て
い
る
が
数
と
し
て
は
や
は
り
少
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
多

様
性
に
富
む
都
市
部
の
社
会
的
結
束
や
連
帯
は
弱
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
白
人
の
逃
亡
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
問
題
だ
と
カ
ウ
フ
マ
ン

は
指
摘
す
る
。

　

第
四
部
は
参
加
で
あ
る
。
参
加
と
は
白
人
と
非
白
人
移
民
と
が
仲

良
く
共
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
参
加
社
会
を
達

成
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
そ
の
た
め
の
手
順
を
論
じ
る
の
が
第

四
部
の
目
的
で
あ
る
。
第
十
章
で
は
、
ま
ず
、
将
来
の
社
会
は
サ
ラ

ダ
ボ
ウ
ル
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
坩
堝
に
な
る
の
か
予
測
す
る
。

カ
ウ
フ
マ
ン
は
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
予
測
す
る
多
文
化
社
会
は
分
離
主

義
的
な
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
型
の
社
会
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
期
待

す
る
理
想
的
な
多
文
化
社
会
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
と
一
蹴
す
る
。
他

方
で
現
在
の
保
守
系
白
人
社
会
を
中
心
に
多
様
な
非
白
人
を
含
む
移

民
を
同
化
・
融
合
さ
せ
て
新
し
い
ア
メ
リ
カ
人
を
作
り
出
す
と
い
う

保
守
系
白
人
に
多
い
坩
堝
社
会
へ
の
期
待
も
困
難
と
す
る
。
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で
は
カ
ウ
フ
マ
ン
は
ど
の
よ
う
な
社
会
が
望
ま
し
い
と
い
う
の
か
。

カ
ウ
フ
マ
ン
の
想
像
す
る
未
来
社
会
は
、
混
血
白
人
が
中
核
と
な
る

混
血
社
会
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
想
定
す
る
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
型

多
文
化
社
会
は
、
多
文
化
平
等
を
謳
う
が
、
純
血
白
人
と
そ
の
文
化

が
社
会
の
中
核
を
担
う
。
坩
堝
社
会
で
も
白
人
の
混
血
化
が
進
む
が
、

や
は
り
純
血
白
人
が
社
会
の
中
核
だ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
現
在
の
多
文
化
社
会
の
な
か
で
は
保
守
系
白
人
に

よ
る
異
人
種
間
結
婚
は
一
般
の
人
々
が
想
定
す
る
以
上
に
進
ん
で
お

り
、
純
血
白
人
は
む
し
ろ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
消

滅
し
て
し
ま
う
と
考
え
る
。
他
方
で
白
人
と
非
白
人
移
民
と
の
異
人

種
間
結
婚
は
非
白
人
純
血
移
民
を
も
少
な
く
す
る
か
、
あ
る
い
は
消

滅
さ
せ
る
と
す
る
。
こ
の
過
程
は
二
一
世
紀
の
後
半
か
ら
二
二
世
紀

の
初
め
に
は
実
現
す
る
と
予
測
す
る
。
最
終
的
に
は
民
族
混
淆
と
民

族
境
界
の
変
更
が
生
じ
て
純
血
白
人
も
純
血
異
文
化
移
民
の
い
な
い

混
血
社
会
と
な
る
と
予
測
す
る
。
ま
さ
に
非
混
血
白
人
が
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
な
る
社
会
の
登
場
で
あ
る
。

　

こ
の
混
血
社
会
論
は
、
多
く
の
白
人
に
と
っ
て
も
衝
撃
的
だ
が
、

こ
の
混
血
社
会
で
は
逃
走
、
抑
圧
、
逃
亡
は
起
き
な
い
と
す
る
。
第

十
一
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
混
血

社
会
で
も
、
か
つ
て
米
国
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
と
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
を
支

配
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
英
系
白
人
の
文
化
・
価
値
観
が
、
欧
州
系

白
人
と
英
系
白
人
と
の
混
血
白
人
や
欧
州
系
白
人
移
民
に
も
広
く
伝

播
・
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
が
起
き
た
こ
と
を
念
頭

に
未
来
の
混
血
社
会
で
も
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
が
生
じ
て
い
く
よ
う
に

す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う
。
保
守
系
白
人
文
化
・
価
値
観
が
社
会

の
中
核
と
な
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
闘
争
、
抑
圧
、
逃
亡
の
な
い
安
定

し
た
混
血
社
会
が
生
ま
れ
る
と
す
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
こ
の
ホ
ワ
イ

ト
シ
フ
ト
を
前
提
と
し
て
、
混
血
人
種
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
検
討
す
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
文
化
を
足
し
て
二

で
割
っ
た
雑
種
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
人
種
の
文
化
が

強
く
現
れ
る
こ
と
が
多
い
と
す
れ
ば
、
白
人
混
血
社
会
の
形
成
の
際

に
、
欧
州
系
白
人
移
民
の
受
入
れ
を
優
先
し
、
次
に
非
白
人
移
民
で

あ
っ
て
も
白
人
の
血
を
少
し
で
も
受
け
継
い
で
い
る
混
血
移
民
（
欧

州
系
白
人
植
民
地
で
多
人
種
国
家
か
ら
の
）
を
受
け
入
れ
る
の
が
よ

い
と
す
る
。
白
人
の
血
を
継
承
し
て
い
な
い
非
白
人
の
移
民
の
場
合

は
同
化
に
積
極
的
な
移
民
を
選
択
的
に
入
れ
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

　

保
守
系
白
人
の
文
化
・
価
値
観
の
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
を
実
現
す
る

社
会
で
も
混
血
住
民
の
間
の
白
人
の
血
の
割
合
・
肌
の
色
の
違
い
や
、

保
持
す
る
文
化
・
価
値
観
の
差
に
従
っ
た
社
会
的
序
列
が
で
き
る
こ

と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
平
等
性
を
重
視
す
る
白
人
保
守
系
の
寛

容
に
基
づ
く
対
応
に
よ
り
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
混
血
ク

レ
オ
ー
ル
社
会
で
も
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
な
階
層
社
会
よ
り
は
、
モ
ー
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リ
シ
ャ
ス
の
よ
う
な
平
等
性
の
高
い
国
家
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
保
守
系
白
人
の
文
化
・
価
値
観
の
維
持
が
重
要
で

あ
る
。
混
血
白
人
社
会
で
は
純
血
白
人
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
い
な
く
な

る
と
し
て
も
、
白
人
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
伝
統
文
化
・

価
値
観
は
混
血
白
人
社
会
の
中
核
で
あ
り
続
け
る
と
す
る
。

　

前
章
で
は
未
来
の
混
血
社
会
で
も
保
守
系
白
人
の
民
族
的
文
化
・

価
値
観
は
中
核
と
な
っ
て
生
き
延
び
る
と
し
た
が
、
第
十
二
章
で
は
、

純
血
白
人
は
本
当
に
消
滅
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
カ
ウ
フ
マ

ン
に
よ
れ
ば
今
日
の
米
国
で
も
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
頑

な
に
伝
統
文
化
を
守
っ
て
孤
立
し
て
い
る
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
や
伝
統
的

メ
ノ
ナ
イ
ト
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
非
混
血
白
人
は
存
在
し
続
け
、

ホ
ワ
イ
ト
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
起
き
な
い
と
す
る
。
国
や
地
域
に
よ
っ

て
は
純
血
文
化
に
拘
る
人
々
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
（
米
国
の
ユ
タ
州
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
よ
う

に
？
）、
非
混
血
白
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
カ
ウ
フ

マ
ン
は
非
混
血
白
人
の
行
方
が
心
配
な
人
々
を
少
し
安
心
さ
せ
る
。

　

最
後
の
第
十
三
章
は
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
議
論
を
ま
と
め
る
。
基

本
的
に
は
今
ま
で
の
議
論
の
繰
り
返
し
だ
が
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
近
代

主
義
者
に
よ
る
非
差
別
的
大
量
移
民
政
策
促
進
を
見
直
し
、
急
速
な

多
文
化
社
会
化
と
行
き
過
ぎ
た
多
文
化
主
義
と
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
抑
圧
の

緩
和
（
不
均
整
な
多
文
化
主
義
か
ら
均
整
の
と
れ
た
多
文
化
主
義

へ
）
の
実
現
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
危
機
感
を
抱
き
リ
ベ
ラ
ル
左
派
に
反
対
す
る
保

守
系
白
人
の
態
度
も
和
ら
ぎ
、
極
右
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
へ
の
支
持
も

減
り
、
非
白
人
移
民
へ
の
対
応
も
非
差
別
的
で
包
摂
的
で
寛
容
な
も

の
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
保
守
系
白
人
も
開
放
的
な
態
度
を
強
め
包

摂
的
な
白
人
と
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
態
度
か
ら

ま
ず
改
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
多
文
化
主
義
に
似
た
多
義
主
義
の

社
会
と
す
べ
き
で
あ
る
と
カ
ウ
フ
マ
ン
は
論
を
閉
じ
る
。

評　

価

　

本
書
の
評
価
で
あ
る
が
、
長
々
と
内
容
紹
介
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
手
短
に
ま
と
め
た
い
。

　

本
書
を
読
ん
で
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
未
来
の
社
会
は
混
血
社
会
だ

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
多
文
化
社
会
を
長
年
研
究
し
て
き
た
者
と
し

て
は
、
未
来
も
多
文
化
社
会
で
あ
り
、
各
移
民
集
団
は
受
入
れ
社
会

の
文
化
・
価
値
観
に
次
第
に
同
化
し
つ
つ
も
伝
統
的
文
化
・
言
語
を

維
持
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
（
ノ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
？
）。

受
入
れ
社
会
の
人
々
と
の
異
人
種
間
結
婚
が
増
加
し
た
と
し
て
も
民

族
的
伝
統
は
そ
う
容
易
く
は
消
え
な
い
と
考
え
て
い
た
。
移
民
の
流

入
が
停
止
し
た
場
合
に
は
違
う
結
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
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日
の
国
際
移
民
の
時
代
で
は
移
民
流
入
は
止
ま
ら
な
い
し
、
止
め
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
展
開
で
、
世
界
の
民
族
文
化
の
収
斂
が
進
む
と
し
て
も
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
多
文
化
社
会
（
平
行
社
会
も
？
）
は
続
く
だ
ろ
う

か
ら
今
後
と
も
、
多
文
化
主
義
的
な
政
策
は
多
少
と
も
必
要
だ
と
思

っ
て
い
た
。
今
日
、
近
代
的
世
俗
主
義
に
馴
染
ま
な
い
ム
ス
リ
ム
系

移
民
増
加
が
文
化
不
適
応
・
不
統
合
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

し
て
社
会
的
結
束
と
社
会
統
合
が
叫
ば
れ
、
多
文
化
主
義
批
判
が
強

ま
る
現
代
社
会
で
あ
っ
て
も
で
あ
る
（
カ
ウ
フ
マ
ン
は
平
行
社
会
や

テ
ロ
リ
ス
ト
の
出
現
も
多
文
化
主
義
の
せ
い
だ
と
す
る
議
論
を
支
持

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
評
者
は
む
し
ろ
そ
の
逆
だ
と
思
っ
て
い
る
）。

　

次
に
驚
い
た
の
は
本
書
全
体
に
わ
た
り
多
文
化
主
義
が
最
初
か
ら

最
後
ま
で
闘
争
社
会
の
原
因
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
る
で
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
あ
る
。
確
か
に
多
文
化

主
義
者
の
な
か
に
は
行
き
過
ぎ
た
主
張
を
す
る
者
も
い
る
。
受
入
れ

国
国
民
の
社
会
不
安
や
不
平
・
不
満
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
面
が
あ

る
こ
と
は
本
書
の
い
う
よ
う
に
間
違
っ
て
は
い
な
い
。
Ｐ
Ｃ
に
つ
い

て
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ウ
フ
マ
ン
は
批
判
の
し
過
ぎ
だ
と
も

思
う
。
カ
ウ
フ
マ
ン
の
い
う
多
文
化
主
義
は
か
な
り
急
進
的
で
分
離

主
義
的
な
も
の
で
あ
り
、
多
文
化
主
義
に
も
中
庸
で
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
均
整
で
穏
や
か
な
も
の
も
あ
る
（
多
分
カ
ウ
フ
マ
ン
の
い
う
多

義
主
義
に
相
当
す
る
も
の
も
あ
る
？
）。
多
文
化
主
義
批
判
者
の
議

論
に
み
ら
れ
る
多
文
化
主
義
の
議
論
は
粗
雑
な
も
の
が
多
い
が
、
カ

ウ
フ
マ
ン
の
議
論
も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
評
者
は
民
主
主

義
の
社
会
は
文
化
・
言
語
の
自
由
・
平
等
と
異
文
化
へ
の
節
度
あ
る

差
別
禁
止
・
寛
容
性
を
も
強
調
す
る
人
権
重
視
社
会
だ
か
ら
、
多
文

化
主
義
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
民
主
主
義
社
会
は
多
文
化
・
多
言

語
社
会
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
多
文
化
主
義
は
民
主
主
義
社
会
の

多
文
化
性
を
自
覚
し
う
ま
く
適
応
す
る
た
め
の
方
便
に
過
ぎ
ぬ
と
思

っ
て
い
る
。
多
文
化
主
義
の
安
易
な
否
定
は
民
主
主
義
そ
の
も
の
の

否
定
に
繫
が
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

第
三
に
驚
い
た
の
は
こ
こ
ま
で
多
文
化
主
義
を
主
張
す
る
リ
ベ
ラ

ル
左
派
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
き
た
の
だ
か
ら
当
然
か
も
し
れ
な
い

が
、
未
来
の
混
血
・
多
文
化
社
会
の
問
題
解
決
と
社
会
統
合
に
必
要

な
の
は
、
白
人
社
会
の
民
族
的
伝
統
文
化
・
価
値
観
で
あ
る
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
非
白
人
移
民
の
異
人
種
間
結
婚
を

通
し
た
同
化
・
融
合
的
統
合
が
必
要
だ
と
論
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

多
文
化
主
義
が
登
場
し
た
の
は
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
同
化
主
義
的

社
会
統
合
政
策
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
カ
ウ
フ
マ

ン
も
触
れ
て
い
た
歴
史
を
み
れ
ば
、
な
ん
だ
か
可
笑
し
な
気
分
に
な

る
。（
そ
れ
に
多
文
化
主
義
は
カ
ナ
ダ
が
嚆
矢
だ
と
い
う
議
論
に
触

れ
ず
米
国
生
ま
れ
だ
と
い
う
指
摘
に
も
違
和
感
を
感
じ
る
。
文
化
多
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元
主
義
で
は
な
い
の
か
？
）。
今
日
多
文
化
主
義
の
終
焉
が
叫
ば
れ

ポ
ス
ト
多
文
化
主
義
の
時
代
に
な
っ
て
い
て
、
欧
米
諸
国
で
は
多
文

化
尊
重
か
ら
西
欧
的
市
民
社
会
文
化
・
価
値
観
を
中
心
と
し
た
社
会

的
結
束
を
求
め
る
市
民
権
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
教
育
が
叫
ば
れ
、

同
化
主
義
的
な
社
会
統
合
を
求
め
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
カ
ウ

フ
マ
ン
の
議
論
も
そ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

カ
ウ
フ
マ
ン
は
均
整
の
取
れ
た
多
文
化
主
義
を
一
方
で
求
め
つ
つ

も
最
終
的
に
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
的
文
化
・
価
値
観
の
ホ
ワ
イ
ト
シ
フ
ト
が

進
む
混
血
白
人
中
心
の
混
血
社
会
（
生
物
学
的
に
は
多
様
な
混
血
人

種
が
入
り
混
じ
る
が
文
化
・
社
会
的
に
は
同
質
的
な
社
会
？
）
を
求

め
て
い
る
。
白
人
文
化
は
確
か
に
堅
牢
で
あ
り
強
い
と
は
い
え
、
白

人
混
血
社
会
で
も
従
来
か
ら
の
保
守
系
白
人
の
民
族
的
伝
統
文
化
・

言
語
等
を
中
心
に
社
会
統
合
を
進
め
る
際
に
他
の
文
化
に
対
す
る
配

慮
は
な
く
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
白
人
文
化
に
同
化
し
や

す
い
白
人
あ
る
い
は
混
血
白
人
を
優
先
的
に
移
民
さ
せ
る
と
い
う
の

は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
カ
ウ
フ
マ
ン
は
参

加
に
は
、
ま
ず
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
主
張
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
保
守
系
白
人
も
寛
容
で
開
放
的
に
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
が
、
非
混
血
白
人
の
心
の
広
さ
に
ど
れ
ほ
ど
期
待
で
き
る

だ
ろ
う
か
（
ま
ず
は
そ
ち
ら
か
ら
か
）。

　

最
後
に
驚
い
た
の
は
本
書
で
は
、
白
人
の
民
族
文
化
の
存
在
を
顕

在
化
し
て
、
非
白
人
移
民
文
化
と
同
等
・
対
抗
的
な
も
の
と
し
て
並

列
に
論
じ
、
従
来
の
白
人
文
化
の
不
可
視
性
（
白
人
性
の
不
可
視

性
？
）
の
議
論
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
白
人
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
へ
の

原
初
的
愛
着
を
強
調
し
て
、（
中
庸
な
？
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・

ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
移
民

同
様
に
白
人
も
伝
統
文
化
へ
の
愛
着
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
る
と

い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
、
リ
ベ

ラ
ル
左
派
の
多
文
化
主
義
と
シ
ビ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
シ
ョ
リ
ズ
ム
と

を
対
比
し
て
、
前
者
を
高
く
評
価
す
る
の
は
カ
ウ
フ
マ
ン
が
師
匠
ア

ン
ト
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
シ
ビ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
国
民
統

合
は
深
ま
ら
な
い
と
い
う
議
論
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

い
ろ
い
ろ
驚
い
た
部
分
も
あ
る
が
、
評
者
と
し
て
は
未
来
の
社
会

は
混
血
白
人
文
化
と
多
文
化
の
入
り
混
じ
っ
た
混
血
多
文
化
併
存
社

会
だ
と
思
う
が
、
混
血
社
会
と
い
う
議
論
に
注
意
を
促
し
た
点
に
賛

意
を
表
し
た
い
が
、
一
方
で
混
血
が
進
む
動
き
と
、
混
血
を
嫌
う
動

き
も
残
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
小
さ
い
動

き
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
納
得
い
か
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
本

書
の
長
大
な
議
論
の
な
か
に
は
ほ
か
に
も
傾
聴
す
べ
き
も
の
も
多
い

の
で
、
大
い
に
批
判
的
に
読
み
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

 
（
亜
紀
書
房
、
二
〇
二
三
年
、
本
文
・
注
含
み
七
八
二
頁
）

関
根　

政
美


